
平成 28 年度知床岬赤岩地区羅臼昆布エコツアーモニターツアー実施状況 

 

【１日目】 

参加者とガイドが交流し、資料（赤岩地区番屋地図・航路・羅臼昆布今昔比較図、羅臼昆布むかしむかし、スケジュ

ール）を配布。自己紹介し２日間流れを説明。 

 

①羅臼ビジターセンター 

映像視聴、館内のジオラマや標本を使用し、知床及び先端部の利用についてガイドがレクチャーした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②昆布倉庫見学 

水産物鮮度保持施設（通称昆布倉庫）において、羅臼昆布の特長や漁業の手法、製品化の過程について、ガイド及

び漁業者の井田一昭氏（写真内鉢巻をしている）による解説により学習。倉庫内の備蓄倉庫内も見学。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③現代番屋見学 

礼文町にある昆布漁業者川口昭氏の現在使用している番屋を見学し、乾燥小屋の仕様や番屋内部の温湿度管理

の仕組み・機械化についてガイドが解説し学習した。川口氏がかつて赤岩に移り住み昆布漁業を行っていた時の当

時の暮らしとの今の暮らし・漁の比較を交えて説明した。 

 

２日目の注意事項、装備、天候状況等を改めて説明し、質問に応じて解散。 

 

資料１－２② 



 

 

【２日目】 

 

④船外機移動 

相泊港において、船頭と登録ガイドの紹介、赤岩地区までの航路、移動中の注意事項を説明した。トイレ案内、参加

者の体調確認。外来種持ち込み防止の取組について必要性を説明し、全員が靴裏洗浄した。ガイドが参加者の服

装の点検をし、水しぶき対策のビニール袋を提供した。 

 

知床の自然及び各地域の特徴、羅臼町で行われている様々な漁について解説しながらの移動。天然昆布漁、養殖

昆布漁、小定置網漁は現場を見学しながら解説した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥赤岩地区最古の長谷川番屋見学 

赤岩上陸後、地域の特性を再度説明。赤岩で現在移り住んで昆布漁をしている小倉番屋について紹介。行動・携帯

トイレ・ヒグマ対策について注意事項を説明・実演し、礫浜を１列になって移動。赤岩地区の植生・昔の写真を用いて

浜の形状の変化について学習。長谷川番屋前にて当時の昆布漁について解説。長谷川番屋内では、登録ガイドが

当時の暮らしや苦労・楽しみなどを語った。 

 

 

ルサフィールドハウスにて、振り返り。 

アンケートに回答していただいた。ツアーで確認したヒグマについてルサフィールドハウスに情報提供した。 


	vst_download.php - コピー.pdfから挿入したしおり
	【資料０①】平成28年度第1回エコツー会議　次第、配付資料20160901
	【資料１－１①】五湖冬期利用　実施報告
	【資料１－１②】五湖冬期利用　再提案に向けて
	【資料１－２①】「知床岬赤岩地区羅臼昆布エコツアー」実施状況等について
	【資料１－２②】平成28年度知床岬赤岩地区羅臼昆布エコツアーモニターツアー実施状況
	【資料１－２③】平成28年度「知床岬赤岩地区羅臼昆布エコツアー」参加者アンケート結果
	【資料１－２（参考資料１）】羅臼郷土写真展「知床岬の昆布漁」解説資料
	【資料１－２（参考資料２）】報告：「知床赤岩地区 羅臼昆布 エコツアー」に参加して
	【資料１－３①】「外国人旅行者向け情報発信の強化」部会進捗状況報告
	【資料１－３（参考資料１）】斜里町・羅臼町の外国人宿泊者数推移
	【資料１－３（参考資料２）】知床情報玉手箱（利用施設最新情報ボード）構築事業（フォント修正）
	【資料１－３（参考資料３）】「外国人旅行者向け情報発信の強化」提案書
	【資料１－４①】平成28年度　先端部地区利用の心得の点検　検討部会　実施報告
	【資料１－４②】【表】知床半島先端部地区利用の心得の点検 作業方針･作業フロー20160817
	【資料１－４③】先端部地区利用の心得の点検　提案書
	【資料２－１】知床五湖地区における取組の進捗状況
	【資料２－２】カムイワッカ地区における検討の進捗状況
	【資料２－３】ウトロ海域における取組の進捗状況について
	【資料４－１①】長期モニタリングの評価の考え方について
	【資料４－１②】モニタリング項目の評価指標及び評価基準(印刷設定変更済み)
	【資料４－１③】長期モニタリング計画に基づくモニタリング項目の評価（案）
	【資料５－1①】北海道知床世界自然遺産条例の概要
	【資料５－2】知床半島ヒグマ保護管理方針の改定について
	【資料５－３】知床世界自然遺産地域連絡会議適正利用・エコツーリズム部会　設置要綱＜改正案＞（見え消し）
	【参考資料①】森林レクリエーション2016年6月号より
	【参考資料②】森林レクリエーション2016年7月号より
	【参考資料③】雑誌国立公園2013年6月号より


